
９
月
１
４
日(

日)

ト
ラ
ッ
ク
健
保
会

館
に
て
、
第
２
８
回
都
本
部
定
期
大
会

が
代
議
員
、
役
員
、
特
別
代
議
員
、
傍

聴
者
、
来
賓
含
め
て
全
体
５
７
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
石
塚
副
委
員

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
大
会
諸
役

員
と
し
て
大
会
運
営
委
員
に
清
掃
か
ら

関
東
支
部
鈴
木
欣
広
さ
ん
、
建
設
か
ら

新
協
建
設
工
業
支
部
吉
田
浩
さ
ん
、
高

齢
者
か
ら
東
部
支
部
諸
岡
高
光
さ
ん
、

議
長
団
に
は
神
田
支
部
海
保
敦
さ
ん
と

建
築
設
計
支
部
伏
谷
政
幸
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
松

田
委
員
長
は
、
石
破
自
民
党
総
裁
が
辞

意
を
表
明
し
、
総
裁
選
の
た
め
に
物
価

対
策
、
外
交
な
ど
政
治
空
白
が
で
き
て

い
る
こ
と
、
自
公
政
権
の
大
企
業
優
先
、

ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
の
ゆ
が
ん
だ
政
治

の
た
め
、
大
企
業
の
利
益
・
株
主
配
当

は
こ
こ
１
０
年
で
２
倍
に
な
る
か
た
わ

ら
、
労
働
分
配
率
は
過
去
５
１
年
間
で

最
低
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ

の
要
求
で
軍
事
費
が
８
・
５
兆
円
に
な
っ

た
上
に
ト
ラ
ン
プ
言
い
な
り
で
２
０
兆

円
に
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
暮
ら
し
、
福
祉
、
介
護
、
教
育

な
ど
が
圧
迫
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

参
院
選
で
少
数
と
な
っ

た
自
公
政
権
を
退
場
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス

だ
と
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
東
京
地
評

の
井
澤
智
事
務
局
長
、
東
京
法
律
事
務

所
・
都
本
部
顧
問
の
笹
山
尚
人
弁
護
士
、

建
設
政
策
研
究
所
の
市
村
昌
利
専
務
理

事
、
建
設
首
都
圏
共
闘
の
上
間
正
央
事

務
局
長
、
首
都
圏
交
運
共
闘
の
林
悦
夫

事
務
局
長
、
日
本
共
産
党
の
竹
内
愛
都

議
会
議
員
、
建
交
労
中
央
本
部
の
福
冨

保
名
書
記
次
長
の
各
氏
か
ら
来
賓
の
ご

あ
い
さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。
祝
電
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
紹
介
、
各
委
員
会
の
報
告
の

あ
と
、
松
田
委
員
長
か
ら
一
般
経
過
報

告
、
運
動
方
針
案
の
提
案
、
石
塚
財
政

部
長
か
ら
決
算
会
計
報
告
、
真
田
会
計

監
査
か
ら
会
計
監
査
報
告
、
石
塚
財
政

部
長
か
ら
財
政
活
動
総
括
お
よ
び
財
政

方
針
案
・
予
算
案
の
提
案
、
松
田
委
員

長
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
権
の
確
立
お
よ
び

そ
の
他
の
案
件
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
報
告
と
提
案
を
受
け
て
、
文
書
発

言
を
含
め
て
７
名
か
ら
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
（
要
旨
裏
面
）
そ
の
後
、
役

員
選
挙
、
大
会
宣
言
な
ど
議
事
が
順
調

に
進
み
、
組
織
拡
大
表
彰
に
東
部
支
部

墨
田
分
会
、
第
１
０
期
建
交
労
東
京
学

校
皆
勤
賞
と
し
て
、
中
部
一
般
支
部
中

西
部
民
間
分
会
廣
川
陽
子
さ
ん
、
東
部

支
部
東
部
合
同
ユ
ニ
オ
ン
分
会
横
井
弘

和
さ
ん
、
東
部
支
部
東
部
合
同
ユ
ニ
オ

ン
分
会
藤
盛
金
則
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

団
結
頑
張
ろ
う
の
三
唱
で
大
会
は
大

き
く
成
功
し
ま
し
た
。

【
執
行
委
員
長

松
田

隆
浩
】

新
執
行
部

執
行
員
長

松
田

隆
浩

副
委
員
長

石
塚

和

副
委
員
長

村
上

久
美
子

書

記

長

笹
原

和
樹

執
行
委
員

青
木

実

執
行
委
員

江
部

明
子

執
行
委
員

岡
田

吉
史

執
行
委
員

小
林

正
佳

執
行
委
員

斉
藤

芳
和

執
行
委
員

佐
々
木

仁

執
行
委
員

柴
田

和
啓

執
行
委
員

畠
中

博
資

執
行
委
員

廣
川

陽
子

執
行
委
員

藤
田

誠

執
行
委
員

松
崎

守
男

執
行
委
員

宮
本

禮
ニ
郎

会
計
監
査

真
田

幸
夫

会
計
監
査

高
田

桂
子
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建
交
労
東
京
都
本
部
第
２
８
回
定
期
大
会

開
催

団結してがんばろう！！

方針提案 松田隆浩執行委員長

閉会挨拶 村上久美子副執行委員長

決算・予算提案 石塚和副執行委員長



５
月
９
日
に
清
水

副
委
員
長
が
都
本
部

の
笹
原
さ
ん
に
つ
い

て
遠
藤
書
記
長
に
対
す
る
パ
ワ
ハ
ラ

の
処
分
事
案
と
し
て
３
役
に
提
出
し

た
上
申
書
が
６
月
１
４
日
の
執
行
委

員
会
の
議
論
を
経
て
取
り
下
げ
と
な
っ

た
と
、
女
性
部
の
質
問
書
に
対
す
る

回
答
が
あ
っ
た
。
議
論
の
詳
細
を
明

ら
か
に
し
て
欲
し
い
、
規
約
違
反
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
調
査
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
べ
き
、
今
後
都
本
部
と

し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
加
害
者
の

体
面
を
守
る
姿
勢
は
許
さ
れ
な
い
。

東
京
建
設
・
関
連

部
会
は
防
災
地
下
神

殿
見
学
ツ
ア
ー
開
催

や
全
国
部
会
建
築
設
計
交
流
集
会
ｉ

ｎ
京
都
に
結
集
。
東
京
女
性
部
は
１

０
月
１
８
日
（
土
）
１
３
時
半
～
都

本
部
で
憲
法
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
。

全
労
連
女
性
部
等
の
行
動
に
結
集
し

た
。
都
本
部
の
女
性
執
行
委
員
を
増

や
す
べ
き
。
旗
び
ら
き
等
飲
み
会
の

場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
が
組
合
員
同
士
の

馴
れ
合
い
と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
執
行
部
は
遠

藤
書
記
長
が
残
し
た
と
さ
れ
る
文
書

の
有
無
を
明
ら
か
に
し
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
学
習
会
を
強
化
す
べ
き
。

東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
は
毎
月
定
期
的
に

幹
事
会
を
開
催
し
、

全
国
部
会
の
方
針
に
基
づ
き
運
動
を

す
す
め
て
い
る
。
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク

パ
レ
ー
ド
、
新
木
場
駅
前
で
の
全
国

統
一
宣
伝
、
東
京
都
要
請
、
東
京
・

埼
玉
合
同
で
の
蒲
田
駅
前
宣
伝
な
ど

開
催
し
た
。
新
し
い
東
京
ト
ラ
ッ
ク

支
部
を
結
成
し
中
央
運
輸
統
合
分
会

・
浅
井
分
会
を
迎
え
た
。
９
単
産
最

賃
対
策
会
議
、
首
都
圏
交
運
共
闘
会

議
な
ど
に
結
集
。
建
交
労
東
京
学
校

や
集
団
交
渉
主
催
の
学
習
会
に
積
極

的
に
参
加
し
た
。
組
織
拡
大
や
独
自

の
学
習
会
な
ど
奮
闘
し
ま
す
。

昨
年
１
２
月
に
中

央
運
輸
統
合
分
会
と

浅
井
分
会
が
新
支
部

と
し
て
東
京
ト
ラ
ッ
ク
支
部
結
成
に

至
っ
た
。
支
援
を
頂
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
青
年
部
は
全

国
青
年
部
の
方
針
に

基
づ
き
、
定
期
総
会

の
開
催
や
、
東
京
地
評
青
年
協
に
結

集
し
て
い
る
。
建
交
労
フ
ェ
ス
タ
ｉ

ｎ
広
島
で
の
青
年
部
企
画
へ
参
加
し

た
。
反
核
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
平
和
学
習

会
で
は
、
神
田
支
部
や
関
東
支
部
の

仲
間
が
結
集
。
福
島
県
本
部
で
青
年

部
が
結
成
さ
れ
る
予
定
。
東
京
青
年

部
は
少
人
数
で
の
運
営
と
な
っ
て
い

る
。
業
種
を
超
え
た
横
の
つ
な
が
り

強
化
の
い
し
ず
え
と
な
る
青
年
部
を

盛
り
上
げ
る
た
め
各
職
場
か
ら
青
年

層
の
送
り
出
し
を
お
願
い
し
た
い
。

鉄
道
東
京
地
本
は

昨
年
永
渕
副
委
員
長

が
亡
く
な
る
な
ど
厳

し
い
役
員
体
制
が
続
い
て
い
る
。
組

合
員
の
高
齢
化
に
伴
い
旗
び
ら
き
や

暑
気
払
い
で
顔
合
わ
せ
の
機
会
を
つ

く
り
団
結
を
深
め
て
い
る
。
今
年
も

Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
で
の
春
闘
行
動
に

力
を
注
い
だ
結
果
、
賃
金
の
引
上
げ

効
果
に
繋
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
本
体
の
組
合
員
は
定
年
継
続
雇

用
社
員
１
名
と
な
り
、
東
日
本
本
部

と
し
て
団
体
交
渉
や
経
営
協
議
会
に

出
席
し
て
い
る
。
組
合
員
の
健
康
に

留
意
し
な
が
ら
奮
闘
し
ま
す
。

神
田
支
部
は
若
手

組
合
員
に
対
す
る
組

合
の
可
視
化
の
た
め

女
性
執
行
委
員
を
増
や
す
こ
と
や
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
カ
ン
Ｐ
・

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
）
を
制
作
し
た
。

来
年
支
部
は
８
０
周
年
を
迎
え
る
。

都
本
部
に
対
し
神
田
支
部
会
議
室
は

今
後
も
活
用
し
て
欲
し
い
。
組
織
拡

大
検
討
委
員
会
な
ど
拡
大
の
方
針
を

聞
き
た
い
。
遠
藤
書
記
長
へ
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
有
無
に
つ
い
て
は
生
前
に

対
応
す
べ
き
こ
と
。
セ
ク
ハ
ラ
等
学

習
会
の
強
化
に
賛
成
。
新
執
行
部
に

は
拡
大
等
前
向
き
な
運
営
を
求
め
る
。

（
文
書
発
言
）
労
職
部
会
は
労
災
職

業
病
の
根
絶
に
向
け
て
潜
在
す
る
労

災
被
災
者
を
掘
り
起
こ
し
、
労
災
保

険
制
度
を
活
用
し
救
済
し
て
き
た
。

都
内
も
多
く
の
被
災
者
が
潜
在
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
健
康
相
談
会
な

ど
開
催
し
た
い
。
職
業
病
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
に
は
予
防
の
取
り
組
み

が
重
要
。
労
災
被
災
者
が
安
心
し
て

療
養
生
活
を
お
く
る
上
で
治
療
・
検

査
院
所
の
確
立
が
欠
か
せ
な
い
。
ト

ン
ネ
ル
塵
肺
根
絶
訴
訟
と
救
済
法
の

実
現
、
秋
の
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン
な

ど
も
奮
闘
す
る
。
建
交
労
の
業
種
部

会
や
仲
間
の
連
携
を
強
化
す
る
。

６
月
１
４
日
の
執
行
委
員
会
に
清

水
副
委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
上
申

書
を
巡
っ
て
女
性
部
の
質
問
書
に
回

答
済
。
執
行
委
員
会
で
は
、
調
査
委

員
会
に
つ
い
て
委
員
の
人
数
や
調
査

期
間
・
採
択
方
法
・
弁
護
士
の
同
席

な
ど
法
的
に
満
足
し
た
事
実
認
定
の

手
順
を
定
め
る
べ
き
、
副
委
員
長
に

よ
る
組
合
員
の
権
利
制
限
を
狙
っ
た

権
力
の
乱
用
で
は
な
い
か
、
な
ど
、

複
数
の
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
た
。

加
害
者
と
さ
れ
た
当
該
か
ら
は
事
実

誤
認
・
事
実
無
根
の
発
言
が
あ
っ
た
。

総
じ
て
調
査
委
員
会
設
置
に
保
留
・

反
対
・
設
置
の
採
決
そ
の
も
の
に
反

対
が
大
勢
で
２
時
間
の
議
論
の
末
、

取
り
下
げ
と
な
っ
た
。
議
論
を
機
会

に
現
在
書
記
局
分
会
で
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
規
定
の
作
成
や
外
部
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
を
す
す
め
て
お
り
執

行
委
員
会
で
採
択
を
目
指
す
。
清
水

副
委
員
長
よ
り
示
さ
れ
た
遠
藤
書
記

長
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
文
書
に
つ

い
て
は
当
該
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、

真
偽
を
確
認
出
来
な
い
た
め
公
表
は

控
え
る
。
今
期
の
建
交
労
東
京
学
校

は
全
４
回
の
う
ち
３
回
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て
だ
っ
た
が
充
分
と
考

え
て
お
ら
ず
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
の

方
針
の
も
と
今
後
も
学
習
や
防
止
規

定
の
作
成
を
す
す
め
て
い
く
。
ト
ラ
ッ

ク
部
会
か
ら
の
発
言
に
つ
い
て
今
後

の
運
動
に
大
き
く
期
待
す
る
。
青
年

部
に
つ
い
て
、
若
い
方
の
活
躍
は
組

合
の
発
展
に
不
可
欠
。
鉄
道
東
京
の

仲
間
の
高
齢
化
に
つ
い
て
、
大
企
業

で
た
た
か
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
知

恵
は
組
合
の
宝
で
あ
る
た
め
皆
さ
ん

か
ら
学
ん
で
い
き
た
い
。
神
田
支
部

は
毎
月
組
合
員
を
拡
大
し
て
お
り
お

手
本
で
あ
る
。
組
織
拡
大
検
討
委
員

会
の
報
告
は
今
後
要
望
に
応
じ
て
対

応
し
た
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
組
織

拡
大
な
ど
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に

今
後
議
論
を
す
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２０２５年９月２２日 (毎月１回刊／第４月曜日発行) 建交労とうきょう (昭和５３年９月２２日第三種郵便物認可) 第１１０１号

■ ９月２８日（日）～２９日（月）

第７０回日本母親大会ｉｎ東京

■１０月１８日（土）１３時半～東京女性部

憲法カフェ都本部７階会議室（門前仲町）

■１０月１９日（日）１３時半～生公連総会

国交労組王子会館

■１１月 ６日（木）～７日（金）～建交労秋

の中央行動（業種部会）・ゼネコン要請

■１１月 ８日（土）～９日（日）建交労中央

女性部定期大会（東京）中央本部６階会議室

■１１月 ９日（日）～東京地評青年協

東京ジャック

■１１月 ９日（日）～第７０回はたらく女性

の東京集会

■１１月１１日（火）～１２日（水）～第３８

回日本高齢者大会ｉｎ大宮

■１１月１５日（土）～１８回東京働くものの

権利討論集会

■１１月１９日（水）１５時～秋の労働局交渉

九段下合同庁舎１１階会議室
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質疑討論

議長

海保敦さん 伏谷政幸さん


